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よ
う
や
く
マ
ス
ク
を
外

す
機
会
が
増
え
る
。
卒
業

式
で
マ
ス
ク
な
し
で
式
に
臨

ん
で
い
る
姿
も
テ
レ
ビ
放
映

さ
れ
、「
三
年
間
同
級
生
の

マ
ス
ク
を
外
し
た
顔
を
見
な

い
で
卒
業
す
る
こ
と
に
な
る

の
か
と
思
っ
た
。
マ
ス
ク
を
つ
け
な
い

本
当
の
顔
を
見
ら
れ
て
う
れ
し
い
！
」

と
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
応
え
る
生
徒
。
思

え
ば
怖
い
こ
と
で
あ
る
。
本
当
の
顔

も
知
ら
ず
に
三
年
間
を
一
緒
に
過
ご

し
た
の
で
あ
る
か
ら
。
塙
山
小
の
卒

業
式
も
マ
ス
ク
な
し
で
行
わ
れ
る
と

校
長
先
生
の
報
告
が
あ
っ
た
●
コ
ロ

ナ
は
徐
々
に
収
束
の
方
向
か
。
政
府

は
大
型
連
休
後
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
の

感
染
症
法
上
の
位
置
づ
け
を
「
二
類
」

か
ら
、
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど

と
同
じ
「
五
類
」
に
移
行
す
る
と
い

う
。
専
門
家
は
引
き
続
き
感
染
対
策

が
必
要
と
し
、
身
近
な
感
染
対
策
は

「
個
人
や
集
団
が
流
行
状
況
や
リ
ス
ク

に
応
じ
て
主
体
的
に
選
択
し
て
行
う

こ
と
に
な
る
」
と
し
て
い
る
。
放
課

後
児
童
ク
ラ
ブ
に
も
マ
ス
ク
着
用
の

考
え
方
に
つ
い
て
は
四
月
一
日
か
ら
適

用
す
る
旨
の
通
達
が
あ
っ
た
。
臨
機

応
変
に
対
応
す
る
●
三
月
十
一
日
に

「
３
．
11
を
忘
れ
な
い
防
災
訓
練
」
を

実
施
し
た
。
薄
れ
か
け
た
十
二
年
前

の
東
日
本
大
震
災
の
恐
怖
と
ラ
イ
フ

ラ
イ
ン
復
旧
ま
で
の
不
自
由
な
生
活

を
も
う
一
度
思
い
起
こ
し
、
各
家
庭
で

災
害
に
備
え
て
ほ
し
い
。
自
助
努
力

に
期
待
す
る
●
災
害
は
予
測
で
き
な

い
。
二
月
六
日
、
ト
ル
コ
と
シ
リ
ア
国

境
付
近
が
震
源
の
大
地
震
、
死
者
は

五
万
人
を
超
え
る
と
い
う
。
日
本
を

は
じ
め
世
界
か
ら
支
援
の
手
が
差
し

延
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
内
戦
が
続
き

十
分
に
支
援
が
行
き
届
い
て
い
な
い

地
域
も
あ
る
と
い
う
。
息
の
長
い
活

動
に
な
り
そ
う
。
平
和
で
あ
れ
ば
破

壊
さ
れ
ず
に
済
む
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
イ

ン
フ
ラ
や
建
物
、
ロ
シ
ア
の
侵
略
は
地

震
よ
り
恐
ろ
し
い
。
一
日
も
早
い
復
興

を
願
う
。　
　
（
会
長　

西
村
ミ
チ
江
）

コ
ロ
ナ
感
染
状
況
が
少
し
ず
つ
落
ち
着
い
て
い
る
状
況
か
ら
、
令
和
五
年
度
は
新
し
い
活
動
様
式
を
模
索
し
、
子
ど
も
の
体

験
事
業
や
楽
し
い
住
民
交
流
の
場
を
増
や
し
、
超
少
子
高
齢
社
会
、
価
値
観
の
多
様
化
に
対
応
す
る
小
さ
な
工
夫
を
し
た
事
業

を
計
画
し
ま
す
。
町
内
会
、
自
治
会
等
の
地
域
組
織
と
連
携
し
、
災
害
時
に
も
助
け
合
え
る
新
し
い
近
隣
関
係
づ
く
り
を
創
出
、

誰
も
が
住
ん
で
い
て
よ
か
っ
た
と
思
え
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

11三
月
十
一
日
（
土
）、
久
し
ぶ
り
に

当
会
の
部
員
、
ま
ち
づ
く
り
応
援
隊
、

自
治
会
代
表
者
、
各
種
団
体
、
塙
山

小
学
校
等
に
声
を
掛
け
、「
３
．
11
を

忘
れ
な
い
防
災
訓
練
」
を
塙
山
交
流

セ
ン
タ
ー
で
実
施
し
ま
し
た
。

八
時
四
十
五
分
の
メ
ー
ル
一
斉
配

信
か
ら
始
ま
り
、
パ
ネ
ル
展
示
、
防

災
グ
ッ
ズ
、
防
災
動
画
で
の
研
修
、

最
終
便
は
多
賀
駅
発
二
〇
時
四
三
分

四
月
一
日
（
土
）
ダ
イ
ヤ
改
正
の

塙
山
団
地
線
バ
ス
時
刻
表
と
ポ
ケ
ッ

ト
時
刻
表
を
全
戸
配
布
し
ま
す
。

今
回
の
ダ
イ
ヤ
改
正
ポ
イ
ン
ト
は
、

多
賀
駅
か
ら
利
用
の
多
い
十
九
時
台

が
一
本
増
便
さ
れ
、
最
終
便
は
多
賀

駅
発
二
〇
時
四
三
分
と
な
り
ま
す
。

バ
ス
乗
降
者
も
、
徐
々
に
回
復
し

て
お
り
、
塙
山
団
地
線
バ
ス
の
乗
車

率
は
二
〇
一
二
年
度
比
一
〇
三
％
ま
で

回
復
し
て
い
ま
す
。
バ
ス
を
利
用
し
て

バ
ス
維
持
存
続
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

⑴
塙
山
学
区
防
災
訓
練
（
10
／
21
）

⑵
３
．
11
を
忘
れ
な
い
防
災
訓
練
（
３
／
９
）

⑴
塙
山
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

⑴
高
齢
者
や
障
が
い
者
の
見
守
り

｢

あ
ん
し
ん
・
安
全
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク｣

　

の
拡
充

⑴
木
曜
サ
ロ
ン
⑵
囲
碁
・
将
棋

⑶
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
⑷
ゆ
う
き
の
会

⑸
お
も
ち
ゃ
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

営

①
青
パ
ト
巡
視
②
通
学
路
危
険
箇
所
点
検

③
青
パ
ト
体
制
充
実

　　　　
⑵
防
災
、
減
災
、
防
火
の
環
境
整
備

⑴
サ
ン
サ
ン
ラ
ジ
オ
体
操
の
参
加
促
進

⑵
早
朝
ソ
フ
ト
⑶
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

⑷
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

⑴
子
育
て
マ
マ
楽
集
会
⑵
お
と
こ
塾

⑴
花
い
っ
ぱ
い
運
動
①
花
の
里
親

⑵
は
な
や
ま
環
境
美
化
月
間（
６
月
、11
月
）

⑷
公
共
交
通
の
利
用
促
進
活
動

⑴
会
運
営
事
務
全
般

⑵
会
議
①
幹
事
会
（
５
月
、９
月
、２
月
）

⑶
会
計
事
務
⑷
軽
ト
ラ
ッ
ク
貸
し
出
し

⑸
塙
山
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
協
議
会

⑹
こ
ど
も
園
・
小
・
中
学
校
の
支
援

①
学
習
②
ク
ラ
ブ
活
動
③
書
写
指
導

④
読
み
聞
か
せ

⑴
市
報
等
全
戸
配
布
に
関
す
る
事
項

①
か
わ
ら
版
発
行
（
毎
月
20
日
発
行
）

⑵
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
Ｊ
Ｗ
Ａ
Ｙ
コ
ミ
ュ　　

ニ
テ
ィ
情
報
更
新
⑶
サ
イ
ネ
ー
ジ
管
理

⑴
は
な
や
ま
春
マ
ル
シ
ェ

⑶
は
な
や
ま
エ
コ
・
ま
ち
体
験
隊
事
業

⑴
青
少
年
育
成
団
体
と
情
報
交
換（
年
３
回
）

⑴
交
流
セ
ン
タ
ー
の
運
営
、
管
理

⑵
利
用
団
体
連
絡
会
総
会
及
び
調
整
会
議

避
難
行
動
要
支
援
者
の
支
援
体
制
の

確
認
、
日
立
市
防
災
対
策
課
副
参
事

八
木
孝
知
さ
ん
の
「
行
政
の
災
害
対

策
と
危
機
管
理
」
の
講
話
な
ど
を
プ

ロ
グ
ラ
ム
、
薄
れ
か
け
た
十
二
年
前
の

東
日
本
大
震
災
の
教
訓
を
思
い
出
し
、

災
害
に
備
え
る
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
様
子
は
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
・
Ｊ
Ｗ

Ａ
Ｙ
で
放
映
さ
れ
ま
す
。

⑶
清
掃
作
業
①
交
流
セ
ン
タ
ー
周
辺
の

除
草
（
８
／
20
）
②
年
末
大
掃
除
（
12
／
17
）

⑷
お
も
ち
ゃ
の
病
院（
毎
月
第
３
水
曜
日
）

防災講演会で改めて災害時の対応を学ぶ
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さ
ん
さ
ん
基
金

現
在
高　
　

  

二
、〇
一
九
、六
五
〇
円

木
曜
サ
ロ
ン

三
月
三
日
を
前
に
お
ひ
な
さ
ま
作
り

二
月
九
日
（
木
）
の
木
曜
サ
ロ
ン

で
は
、参
加
者
十
二
名
が
、ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
七
名
と
共
に
布
を
使
っ
て
可
愛
い

う
さ
ぎ
の
お
ひ
な
さ
ま
を
作
り
ま
し

た
。最

初
に
、
着
物
地
を
丸
く
縫
い
、

中
に
ビ
ー
ズ
を
入
れ
て
身
体
を
作
り

ま
す
。
次
に
、
白
く
丸
い
発
泡
ス
チ

ロ
ー
ル
の
頭
に
、
フ
ェ
ル
ト
で
作
っ
た

ウ
サ
ギ
の
耳
と
目
を
つ
け
、
身
体
に

固
定
し
ま
す
。

最
後
に
、
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
を
赤

い
折
り
紙
で
包
ん
だ
台
座
に
、
二
体

の
お
ひ
な
さ
ま
を
の
せ
完
成
。
様
々
な

表
情
を
見
せ
る
お
ひ
な
さ
ま
に
、
お

互
い
の
作
品
を
見
せ
合
い
な
が
ら
、
会

話
が
弾
ん
で
い
ま
し
た
。

令
和
四
年
度
第
二
回
定
例
幹
事
会

二
月
十
五
日
（
水
）、
自
治
会
・
町

内
会
等
代
表
、
エ
リ
ア
協
力
員
、
諸

団
体
代
表
と
当
会
か
ら
正
副
会
長
、

次
長
、
正
副
部
長
で
構
成
す
る
第

二
回
定
例
幹
事
会
が
塙
山
交
流
セ
ン

タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
三
十
二
名
が
出

席
し
ま
し
た
。

情
報
交
換
や
地
域
の
中
で
の
問

題
を
話
し
合
う
中
で
、
自
治
会
・
町

内
会
等
代
表
や
エ
リ
ア
協
力
員
か
ら
、

ご
み
や
庭
木
の
問
題
、
防
犯
灯
、
高

齢
化
に
よ
る
自
治
会
・
町
内
会
の
役

員
等
の
担
い
手
不
足
に
つ
い
て
、
問
題

提
起
や
相
談
が
あ
り
ま
し
た
。
当
会

Ｈ
Ａ
Ｎ
Ａ
ス
ポ
ラ
ン
ド
閉
講

一
年
間
の
成
果
あ
り

二
月
二
十
五
日
（
土
）、
Ｈ
Ａ
Ｎ
Ａ

ス
ポ
ラ
ン
ド
で
は
体
力
測
定
と
閉
講

塙
山
コ
ミ
Ḗ
ニ
テ
Ḑ
・
ス
ク
ー
ル
協
議
会

子
ど
も
の
健
全
な
育
成
を
家
庭
・
学
校
・
地
域
で

二
月
二
十
二
日
（
水
）、
令
和
四
年

度
第
三
回
塙
山
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス

ク
ー
ル
協
議
会
が
塙
山
小
学
校
で
開

催
さ
れ
、
委
員
九
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

二
月
ま
で
の
児
童
の
様
子
と
第

二
回
学
校
評
価
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
、

来
年
度
の
学
校
行
事
や
協
議
会
運
営

等
に
つ
い
て
学
校
か
ら
報
告
・
説
明
・

提
案
が
あ
り
ま
し
た
。

今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
で
、
児

童
・
保
護
者
と
も
「
知
・
徳
・
体
」

の
各
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
内
容
評
価
に
一
学

期
と
比
較
し
て
マ
イ
ナ
ス
項
目
が
増

え
た
こ
と
が
懸
念
さ
れ
、
特
に
「
早

寝
早
起
き
」
に
つ
い
て
は
、
子
ど
も
の

心
身
の
健
康
維
持
・
向
上
の
た
め
に

塙
山
学
区
青
少
年
育
成
会
議

コ
ロ
ナ
禍
で
工
夫
し
て
事
業
実
施

二
月
二
十
七
日
（
月
）、
令
和
四
年

度
の
第
三
回
塙
山
学
区
青
少
年
育
成

会
議
を
開
催
、
情
報
交
換
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

伊
藤
智
毅
議
長
は
挨
拶
の
中
で
、

ク
ラ
ブ
活
動
の
地
域
移
行
に
向
け
、

二
種
目
の
モ
デ
ル
的
実
験
が
行
わ
れ

る
こ
と
、
新
年
度
か
ら
の
給
食
費
無

償
化
、
電
子
黒
板
を
全
校
に
一
括
整

備
な
ど
の
情
報
提
供
を
し
ま
し
た
。

三
つ
の
中
学
校
か
ら
コ
ロ
ナ
禍

で
実
施
さ
れ
た
ス
キ
ー
宿
泊
の
報
告
、

卒
業
を
迎
え
る
小
・
中
学
校
の
様
子
、

認
定
こ
ど
も
園
で
現
在
、
自
然
の
森

に
芝
を
植
え
て
い
る
こ
と
や
区
切
り

の
な
い
保
育
の
中
で
の
新
学
期
へ
の
準

備
状
況
、
台
原
中
Ｐ
Ｔ
Ａ
で
、
役
員

の
見
直
し
や
選
出
方
法
を
変
え
る
検

討
を
し
て
い
る
こ
と
、
当
会
は
子
ど

学
校
支
援　

ク
ラ
ブ
活
動

子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
と
と
も
に

令
和
四
年
度
ク
ラ
ブ
活
動
最
終
日

の
二
月
十
五
日
（
水
）、
手
芸
ク
ラ
ブ

で
は
今
年
の
干
支
「
う
さ
ぎ
」
を
モ

チ
ー
フ
に
し
た
小
物
づ
く
り
、
野
外

活
動
ク
ラ
ブ
で
は
、
自
然
の
森
で
の

ロ
ー
プ
渡
り
を
行
い
ま
し
た
。

小
物
づ
く
り
で
は
児
童
一
人
ひ

わ
く
わ
く
広
場

令
和
五
年
度
保
護
者
説
明
会

三
月
四
日
（
土
）、
令
和
五
年
度
の

「
塙
山
こ
ど
も
わ
く
わ
く
広
場
」
保
護

者
説
明
会
を
開
催
、
保
護
者
二
十
三

名
（
新
一
年
生
八
名
）
を
含
む
二
十
九

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

わ
く
わ
く
広
場
の
運
営
や
加
入
す

塙
山
学
区
の
木

ハ
ナ
ミ
ズ
キ
補
植
で
蘇
る

三
月
七
日
（
火
）
か
ら
一
週
間
か

け
て
、
ハ
ナ
ミ
ズ
キ
通
り
（
交
流
セ
ン

タ
ー
か
ら
塙
山
小
学
校
）
に
ハ
ナ
ミ
ズ

キ
十
二
本
が
補
植
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
ハ
ナ
ミ
ズ
キ
は
塙
山
学
区
の

木
と
し
て
選
定
、
一
九
八
三
年
（
昭
和

58
）
三
月
六
日
、
塙
山
小
六
年
生
の

卒
業
記
念
を
兼
ね
植
樹
祭
が
行
わ
れ
、

そ
れ
以
来
四
十
年
間
、
五
月
に
は
白

や
ピ
ン
ク
の
花
を
咲
か
せ
て
い
ま
す
。

コ
ミ
Ḗ
ニ
テ
Ḑ
の
つ
ど
い

デ
ジ
タ
ル
化
取
り
組
み
の
一
歩

二
月
二
十
二
日
（
水
）、
令
和
四
年

度
の
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
つ
ど
い
」
が

開
催
さ
れ
、
オ
ン
ラ
イ
ン
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
に

よ
る
研
修
会
に
当
会
か
ら
十
一
名
が
参

加
し
ま
し
た
。

は
状
況
を
把
握
し
、
必
要
が
あ
れ
ば

市
へ
繋
ぐ
な
ど
、
問
題
解
決
に
向
け

て
支
援
を
し
て
い
く
こ
と
を
示
し
ま
し

た
。ま

た
、
当
会
の
令
和
四
年
度
決
算

（
見
込
み
）
の
説
明
と
令
和
五
年
度
事

業
計
画
・
予
算
、
役
員
等
に
つ
い
て
提

案
し
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

も
、
家
庭
・
学
校
・
地
域
が
、
連
携

し
て
改
善
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ

る
と
確
認
、
そ
の
他
の
課
題
に
つ
い
て

も
色
々
な
角
度
か
ら
対
策
案
を
検
討

し
ま
し
た
。

式
を
行
い
ま

し
た
。
六
月

か
ら
始
ま
り

全
十
六
回
を

開
催
、
走

り
方
、
ボ
ッ

チ
ャ
、
サ
ッ

カ
ー
、
野
球
、

ラ
グ
ビ
ー
、

デ
ィ
ス
ク

ド
ッ
チ
、
ミ

ズ
ノ
ヘ
キ
サ

ス
ロ
ン
、
体

と
り
の
個
性
あ
ふ
れ
る
作
品
が
完
成
。

針
の
扱
い
も
こ
の
一
年
間
で
と
て
も
上

手
に
な
り
ま
し
た
。
自
然
の
森
で
の

ロ
ー
プ
渡
り
で
は
、
初
め
て
の
ロ
ー
プ

渡
り
に
、
ワ
ク
ワ
ク
と
多
少
の
緊
張
感

が
あ
っ
た
様
子
で
し
た
が
、
渡
り
終
え

た
後
は
全
員
、
飛
び
切
り
の
笑
顔
で

し
た
。
手
芸
ク
ラ
ブ
は
橋
本
せ
つ
子
さ

ん
、
池
﨑
照
代
さ
ん
、
村
田
敬
子
さ

パ
ソ
コ
ン
二
台
・
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｕ
シ
ス
テ
ム
更
新

当
会
の
活
動
を
支
え
る
パ
ソ
コ
ン

と
情
報
管
理
す
る
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｕ
シ
ス
テ

ム
、
周
辺
機
器
の
更
新
を
行
い
ま
し

た
。
常
時
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
し
て
い
る
パ

ソ
コ
ン
六
台
、
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
五
台

が
フ
ル
稼
働
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
イ

ン
デ
ザ
イ
ン
で
の
か
わ
ら
版
編
集
も
心

配
な
く
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

も
対
象
の
体
験
事
業
を
増
や
し
て
き

た
こ
と
、
３
．
11
を
忘
れ
な
い
防
災
訓

練
実
施
に
つ
い
て
報
告
し
ま
し
た
。

デ
ジ
タ
ル
機
器
取
組
事
例
発
表
（
河

原
子
・
金
沢
学
区
）、
エ
イ
チ
・
シ
ー
・

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ス
に
よ
る
機
器
操
作
研

修
（
ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
基
本
操
作
）、
グ
ル
ー

プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
（
塙
山
・
大
沼
・

金
沢
学
区
グ
ル
ー
プ
）
が
行
わ
れ
、
当

会
は
四
台
の
パ
ソ
コ
ン
で
研
修
に
臨
み
、

全
員
が
機
器
に
な
れ
る
機
会
と
な
り

ま
し
た
。

る
傷
害
保
険
等
の
説
明
、
コ
ロ
ナ
禍
で

も
子
ど
も
た
ち
が
様
々
な
体
験
が
で

き
る
よ
う
に
工
夫
し
た
令
和
四
年
度

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
紹
介
、
保
護
者
に
は

運
営
委
員
や
開
催
場
所
と
な
る
交
流

セ
ン
タ
ー
の
清
掃
な
ど
の
協
力
依
頼

を
し
ま
し
た
。

ん
、
鞍
谷
三
保
子
さ
ん
、
野
外
活
動

ク
ラ
ブ
は
西
原
功
さ
ん
、
手
塚
一
雄
さ

ん
、
小
野
瀬
清
三
さ
ん
が
年
間
を
通

し
て
応
援
し
ま
し
た
。

幹事会で地域の問題など意見交換

交流センター協力員がデジタル機器の研修

力
測
定
で
は
五
〇
メ
ー
ト
ル
走
、
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
投
げ
、
立
ち
幅
跳
び
を
行
い

一
年
間
の
成
果
を
出
す
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。

閉
講
式
で
、
日
立
市
教
育
委
員
会

調
整
監
木
下
俊
雄
さ
ん
は
、
い
ろ
い
ろ

な
運
動
や
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
ん
で
も
ら

う
こ
と
で
、
可
能
性
は
無
限
に
広
が
っ

て
く
る
と
話
し
ま
し
た
。

修
了
証
を
西
村
代
表
理
事
が
一
年

生
十
三
名
、
二
年
生
十
一
名
に
渡
し
、

皆
勤
賞
は
一
年
生
の
戎
井
優
斗
さ
ん
、

立
花
成
輝
さ
ん
、
二
年
生
の
中
島
祷

閏
さ
ん
で
し
た
。

保
護
者
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
学
校

の
授
業
で
は
体
験
で
き
な
い
も
の
が

多
く
で
き
た
な
ど
の
評
価
が
あ
り
ま

し
た
。


